
179

韓
国
芸
術
総
合
学
校
映
像
院
教
授
、
映
画
監
督
　
金キ
ム

　
素ソ
ヨ
ン榮

１
、
映
画
と
書
く
こ
と
の
再
構
成 (re-co

m
p

o
se)

、 

集
合
体
（assem

b
lag

e

）

　
「
女
性
史
三
部
作
」
は
、
一
作
目
の
『
居コ

リ
ュ留

―
南
の
女
』（2000

、
以

下
『
居
留
』）、
二
作
目
の
『
恍
惚
境 I’ll Be Seeing H

er

』（2002
、 
以
下

『
恍
惚
境
』）、
そ
し
て
最
後
に
『
元
始
、
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
：
新

女
性 H

er First Song

』（2004

、
以
下
『
新
女
性 H

er First Song

』）
と

い
う
三
本
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。『
居
留
』
は

諺オ
ン
モ
ン
サ
イ
ブ
ン

文
祭
文
訳
一
を
、
二
作
目
の
『
恍
惚
境
』
は
女
優
や
女
性
観
客
、
女
性
監

督
の
視
覚
を
通
じ
て
、
韓
国
の
映
画
史
を
取
り
上
げ
て
い
る

1
。

　

三
作
目
の
『
新
女
性 H

er First Song

』
は
、
羅ナ
・
ヘ
ソ
ク

蕙
錫
（1896−1948

）
と

平
塚
ら
い
て
う
（1886−1971

）
を
通
じ
て
（
新
）
女
性
史
を
物
語
る
。
こ

の
試
み
は
、
本
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
」
を
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
文
脈
か
ら
考
察
で
き
る
地
点
と
な
る

だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
、
帝
国
と
植
民
地

が
交
差
す
る
地
点
で
新
女
性
た
ち
が
活
動
し
た
歴
史
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

　

女
性
史
三
部
作
に
加
え
、
そ
の
後
に
制
作
し
た
一
連
の
作
品
が
あ

る
。
ま
ず
、
物
語
映
画
の
『
鏡キ
ョ
ン』（V

iew
finder, 2010

）
で
私
は
、
メ
デ
ィ

ア
が
母
娘
や
姉
妹
の
よ
う
な
原
初
的
な
関
係
、
原
光
景
さ
え
、
ど
の
よ

う
に
変
え
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
美
術
館
の
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
制
作
し
た
『SFdrom

e

：
朱チ
ュ
・
セ
ジ
ュ
ク

世
竹
』（2018

、
以
下

『SFdrom
e

』）
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
宇コ
ス
モ
ド
リ
ー
ム

宙
基
地
訳
二
を
背

景
に
、
社
会
主
義
者
で
あ
り
、
新
女
性
だ
っ
た
朱
世
竹
を
描
い
て
い
る
。

そ
の
後
『
光
の
収
穫
：
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
墓
』（2021

、
以
下
『
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
の
墓
』）、『
ア
ナ
客
桟
：
光
の
収
穫
』（2021

、
以
下
『
ア
ナ
客
桟
』）

と
い
っ
た
作
品
群
が
続
く
。
こ
れ
ら
の
作
品
と
私
が
書
い
た
複
数
の
エ
ッ

W
here the Sadness (grievance) Takes U

s: M
ourning, Place, and W

om
en’s H

istory 
悲
し
み
が
私
た
ち
を
連
れ
て
い
く
と
こ
ろ
　
哀
悼
、
場
所
、
女
性
史
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セ
イ
は
、
ひ
と
つ
の
集

assem
blage

合
体
を
再

re-assem
blage

構
成
し
て
い
る
。

　
『
居
留
』
を
始
め
と
す
る
女
性
史
三
部
作
を
見
直
す
ア
ン
グ
ル
と
視
座

は
、『SFdrom

e

』
と
『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
墓
』
か
ら
出
発
す
る
。
二
作
と

も
、
三
つ
の
画
面
に
構
成
さ
れ
た
ビ
デ
オ
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品

で
あ
り
、
ま
た
羅
蕙
錫
と
同
様
に
新
女
性
の
系
譜
に
属
し
て
い
る
も
の

の
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
南
部
ク
ズ
ロ
ル
ダ
に
流
刑
さ
れ
た
、
社
会
主
義
者
の

新
女
性
で
あ
る
朱
世
竹
に
関
す
る
仕
事
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
映
画
作
り

と
書
く
こ
と
を
一
緒
に
取
り
上
げ
る
た
め
の
方
法
論
を
試
み
る
も
の
だ

が
、
そ
れ
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
か
つ
非
対
称
的
な
比
較
研
究
、
新

女
性
の
再

rep
resen

ta
tio

n

提
示
・
表
象
と
提

presentation示
と
い
う
記
号
学
的
な
二
重
性
、
そ
し
て
、

イ
ザ
ベ
ル
・
ス
タ
ン
ジ
ェ
ー
ル
が
提
案
し
た
、
通
常
の
比
較
と
は
異
な
る

合

assem
blage成

／
構

com
pose成

の
概
念
に
基
づ
く
方
法
論
と
な
ろ
う
。

2
、『
居
留
』: 

南
の
女
性
た
ち
、
韓
国

2

　

今
日
人
々
は
多
く
の
移
動
、
移
住
、
旅
を
経
験
し
て
い
る
。
こ
こ
数
年
、

私
も
様
々
な
理
由
で
多
く
の
時
間
を
旅
を
し
な
が
ら
過
ご
し
た
。
路
上
で
、

あ
る
い
は
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
空
港
の
よ
う
な
通
過
の
空
間
で
、
前

世
代
の
女
性
た
ち
に
つ
い
て
考
え
た
。
彼
女
た
ち
の
監
禁
と
解
放
を
、
定

住
と
移
動
を
、
そ
し
て
私
の
祖
母
の
こ
と
を
思
っ
た
。
家
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
姿
で
は
な
く
、
道
に
立
っ
て
い
る
祖
母
。
船
に
乗
っ
て
南
海
の
島
を

抜
け
出
す
祖
母
。
列
車
に
身
を
乗
せ
る
祖
母
。
そ
し
て
一
人
で
最
後
に
旅

立
つ
祖
母
の
姿
を
思
い
出
し
た
。

　
『
居
留
』
は
日
本
の
植
民
地
時
代
、
朝
鮮
戦
争
、
そ
し
て
近
代
化
の
時

期
を
経
て
い
く
中
で
、
自
ら
旅
立
っ
た
、
あ
る
い
は
旅
立
ち
を
強
制
さ
れ

た
女
性
た
ち
の
物
語
だ
。
あ
る
場
所
か
ら
他
の
場
所
へ
と
移
動
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
、
同
時
代
が
女
性
に
与
え
た
思
考
と
経
験
の
枠
組
み
と
そ
の
間

に
あ
る
溝
を
乗
り
越
え
、
あ
る
い
は
そ
の
境
界
か
ら
生
じ
る
緊
張
に
苦
し

ん
だ
女
性
た
ち
に
捧
げ
る
哀
悼
で
あ
り
、
時
に
は
言
祝
ぐ
意
味
も
含
ま

れ
る
。
仏
教
で
は
、
人
間
は
こ
の
世
に
し
ば
ら
く
留
ま
る
存
在
と
い
う
が
、

私
は
こ
の
「
居
留
」
こ
そ
が
、女
性
た
ち
の
生
き
方
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
祖
母
の
故
郷
で
あ
る
慶キ
ョ
ン
サ
ン
ナ
ム
ド

尚
南
道
固コ
ソ
ン城

に
は
、
タ

イ
ト
ル
の
居
留
と
同
音
の
「
巨
流
」
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
そ
こ
に
あ
る

や
や
高
い
巨
流
山
に
は
今
も
城
跡
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
地
で
私
は
、
女

性
た
ち
の
言
葉
を
聞
き
た
い
と
思
っ
た
。
市
場
の
屋
台
に
並
べ
ら
れ
て
い

る
干
物
を
前
に
交
わ
し
た
対
話
、
あ
る
い
は
山
寺
の
湧
水
の
あ
た
り
で
聞

こ
え
る
呟
き
。
さ
ら
に
「
諺
文
祭
文
」
と
い
う
形
式
を
借
り
、
母
の
死
を

自
ら
の
生
の
物
語
と
し
て
語
っ
て
き
た
女
性
た
ち
の
個
人
史
。
私
は
こ
う

し
た
女
た
ち
の
共
同
体
的
な
歴
史
の
声
の
痕
跡
を
探
り
た
か
っ
た
。
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、『
居
留
』
は
一
種
の
境
界
線
上

に
立
っ
て
作
ら
れ
た
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
の
素
材
と
し
て
は
、
非
常
に
小
さ
な
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
、
す
な
わ
ち
ご
く

普
通
の
女
性
た
ち
の
物
語
か
ら
躊
躇
い
な
が
ら
出
発
し
た
か
ら
だ
。
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「
居
留
」
― 
意
味
の
変
容

　

タ
イ
ト
ル
「
居
留
」
は
女
性
の
生
き
方
を
表
現
す
る
た
め
に
、
既
存
の

意
味
と
は
少
し
違
う
文
脈
で
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
辞
書
的
な
意
味
は

「
あ
る
と
こ
ろ
に
一
時
的
に
と
ど
ま
る
こ
と
」、「
外
国
の
居
留
地
に
住
む

こ
と
」
で
あ
り
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
韓
国
人
を
居
留
民
と
呼
ぶ
場
合
も

あ
る
。
女
性
の
市
民
権
を
め
ぐ
る
闘
い
の
歴
史
が
示
す
よ
う
に
、
女
性
は

生
ま
れ
た
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
母
国
と
呼
ば
れ
る
空
間
に
住
ん
で
い
て
も
、

外
国
人
の
よ
う
な
存
在
だ
。
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
女
性
に
と
っ

て
母
国
は
不
慣
れ
な
場
所
、
し

ば
ら
く
と
ど
ま
る
居
留
地
、
と

も
な
る
。

　
『
居
留
』
は
、
そ
の
よ
う
な

女
性
の
生
き
方
と
彼
女
た
ち

の
居
住
空
間
を
結
ぶ
哀

m
ourning悼

と

憂

m
elancholia鬱

の
情
調
、
つ
ま
り
一

種
の
女
性
的
な
記
号
の
意
味
作

用
を
、
映
像
と
音
で
表
現
し
よ

う
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
編
集

作
業
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
気

づ
い
た
の
だ
が
、『
居
留
』
で

は
、
様
々
な
形
の
水
の
映
像
が

シ
ー
ク
エ
ン
ス
ご
と
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
霧
、
雨
、
海
、
小
川
、
貯
水

池
、
土
塀
の
湿
気
、
井
戸
、
そ
し
て
水
た
ま
り
、
水
族
館
、
市
場
の
地
面

に
ま
か
れ
た
水
に
至
る
ま
で
。

　

そ
し
て
、
私
が
韓
国
語
の
話
者
と
し
て
心
を
奪
わ
れ
、
驚
嘆
す
る
の
は
、

漢
字
の
持
つ
表
意
性
が
ハ

Sino-K
orean

ン
グ
ル
の
同
音
異
義
語
に
よ
っ
て
、
別
の
意
味

が
生
産
さ
れ
る
と
い
う
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
居
留
」

を
同
じ
「
コ
リ
ュ
」
と
い
う
発
音
で
、
別
の
漢
字
で
あ
る
「
去
留
」
と
表
記

す
る
と
、
⑴
離
れ
る
こ
と
と
と
ど
ま
る
こ
と
、
⑵
死
と
生
と
い
う
意
味
に

広
が
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
主
な
舞
台
と
な
る
慶
尙
南
道
の
西
部
地
域
で

も
、
固
城
に
は
実
際
に
巨コ
リ
ュ
ミ
ョ
ン

流
面
と
い
う
地
名
が
あ
る
。
作
品
を
構
想
し
て

い
た
こ
ろ
、
そ
の
近
く
を
通
り
過
ぎ
る
度
に
、「
コ
リ
ュ
」
と
い
う
言
葉

が
具
体
的
な
空
間
的
肉
体
性
を
帯
び
て
、
私
の
前
に
姿
を
現
わ
し
た
の
で

あ
る
。

空
間
化
さ
れ
た
歴
史
の
痕
跡
―
個
人
史
、
家
族
史
、
女
性
史

　

慶
尚
南
道
の
西
部
地
域
は
、
私
の
祖
母
が
生
ま
れ
、
暮
ら
し
て
い
た
空

間
で
あ
る
。
慶
尚
南
道
の
咸ハ
マ
ン安

と
い
う
地
域
で
生
ま
れ
た
祖
母
は
、
固
城

に
嫁
い
だ
後
、
三サ
ム
チ
ョ
ン
ポ

千
浦
に
移
動
し
、
釜
山
に
も
住
ん
で
い
た
が
、
五
〇
歳

以
降
は
ソ
ウ
ル
で
暮
ら
し
た
。
日
本
の
植
民
地
時
代
に
生
ま
れ
、
朝
鮮
戦

争
を
経
て
、
軍
事
政
権
に
よ
る
近
代
化
が
朴パ
ク
・
チ
ョ
ン
ヒ

正
煕
の
死
で
そ
の
幕
を
閉

じ
た
一
九
八
〇
年
に
祖
母
は
亡
く
な
っ
た
。

　

私
が
大
学
に
入
っ
た
ら
一
緒
に
固
城
に
行
こ
う
と
、
祖
母
は
い
つ
も
話

『居留』から
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し
て
い
た
が
、
私
が
入
学
し
た
そ
の
年
の
春
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め

固
城
は
、
私
に
と
っ
て
未
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
喪
の
空
間
と
し
て
残
っ
て

い
る
。
父
が
突
然
ソ
ウ
ル
か
ら
固
城
に
引
っ
越
し
て
か
ら
、
特
に
私
は
固

城
を
故
郷
と
同
様
の
場
所
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。
父
と
私
は
固
城
の
山

や
丘
、
渓
谷
を
歩
き
回
っ
た
が
、
そ
の
時
父
は
、
こ
こ
は
祖
母
が
嫁
い
だ

時
に
超
え
た
峠
だ
と
か
、
あ
そ
こ
は
朝
鮮
戦
争
で
父
の
叔
母
の
家
族
が
皆

殺
し
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
話
を
し
て
い
た
。

　

祖
父
は
南
朝
鮮
労
働
党
党
員
、
つ
ま
り
「
ア
カ
」
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

父
の
家
族
は
長
い
間
迫
害
を
受
け
た
。
で
も
私
が
、
祖
母
の
味
わ
っ
た
苦

し
い
人
生
を
具
体
的
に
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
固
城
に
来
て
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
、
父
が
話
す
こ
と
の
な
か
っ
た
場
所
を
見
た
時
で
も
、
祖

父
が
家
族
を
後
に
し
て
忽
然
と
去
っ
て
い
く
姿
が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
祖
母
を
含
め
、
私
の
家
族
だ
け
で
な
く
、
韓
国
の
近
代
史

が
生
ん
だ
冷
戦
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
南
北
分
断
に
関
わ
る
様
々
な
出
来
事

（
も
し
、
私
の
家
族
の
話
を
小
説
に
し
た
ら
、
一
二
巻
も
超
え
る
サ
ー
ガ

に
な
る
で
し
ょ
う
）
が
、
現
在
を
生
き
て
い
る
何
人
か
の
女
性
た
ち
を
通

じ
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
記
憶
さ
れ
、
口
述
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
り
た

い
と
思
い
、
映
画
を
作
り
始
め
た

3
。
映
画
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ

て
く
れ
た
女
性
た
ち
は
、
三
〇
代
に
し
て
も
南
北
分
断
に
関
わ
る
何
ら
か

の
物
語
を
持
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
父
親
が
軍
事
境
界
線
を
越
え
て
南
の

方
に
逃
げ
て
き
た
と
か
、
朝
鮮
戦
争
の
時
、
母
親
が
家
族
を
失
い
孤
児
に

な
っ
た
と
か
な
ど
の
話
だ
。 

　

慶キ
ョ
ン
ナ
ム南

の
西
部
地
域
は
、一
九
六
〇
年
代
以
降
、
離
農
が
進
ん
だ
全チ
ョ
ル
ラ
ド

羅
道

の
農
村
地
域
と
も
、
朴
正
煕
政
権
の
近
代
化
事
業
で
恩
恵
を
受
け
、
近
代

化
さ
れ
た
慶キ
ョ
ン
ブ
ク北

地
域
と
も
異
な
る
。
要
す
る
に
、
農
村
の
前
近
代
的
な

空
間
秩
序
が
比
較
的
に
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
。『
居
留
』
の

主
な
舞
台
の
ひ
と
つ
で
あ
る
固
城
下ハ
イ
ル
ミ
ョ
ン

一
面
の
「
鶴ハ
ク
ド
ン
マ
ウ
ル

洞
村
」
に
は
、
全チ
ョ
ン
ジ
ュ州
を

本
籍
地
と
す
る
崔
氏
が
多
く
集
ま
っ
て
暮
ら
し
、
前
近
代
の
痕
跡
が
ほ
と

ん
ど
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
古
い
石
垣
に
囲
ま
れ
た
町
並

み
に
広
が
る
小
道
は
、
セ
メ
ン
ト
で
舗
装
さ
れ
て
お
り
、
ふ
た
つ
の
時
間

軸
が
ひ
と
つ
の
空
間
に
共
存
し
て
い
る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
私
は
、
韓
国
併
合
が
起
き
た
一
九
一
〇
年
に
生
ま
れ
、
全
州
崔

氏
の
一
家
に
嫁
い
だ
、
あ
る
お
婆
さ
ん
に
出
会
っ
た
が
、
彼
女
は
諺
文
祭

文
が
上
手
な
方
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
固
城
に
行
っ
て
知
っ
た
の
だ
が
、
私

の
祖
母
も
諺
文
に
才
能
が
あ
り
、
村
の
女
性
た
ち
の
た
め
に
多
く
の
祭
文

を
手
が
け
て
い
た
。　

伝
統
的
な
女
性
の
表
現
様
式
―
諺
文
祭
文
の
例

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
儒
教
的
な
家
父
長
制
と
そ
の
抑
圧
が
あ
っ
た
こ

と
も
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
『
居
留
』
を
作
る
過
程
で
私
が
惹
か
れ
た
の

は
、
女
性
た
ち
が
抑
圧
の
中
に
あ
っ
て
も
、
折
衷
し
た
形
で
、
自
分
た
ち

の
人
生
を
い
か
に
表
現
で
き
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

朝
鮮
王
朝
時
代
に
作
ら
れ
た
女
性
の
祭
文
を
読
む
と
そ
の
こ
と
が
よ
く
判
る
。
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『
東
ト
ン
ミ
ョ
ン溟
日
記
』訳
三『
閑ハ
ン
ジ
ュ
ン
ロ
ク

中
錄
』訳
四『
仁イ
ン
ヒ
ョ
ン
オ
ウ
コ
ウ
デ
ン

顯
王
后
傳
』訳
五

な
ど
と
と

も
に
、
朝
鮮
王
朝
時
代
の
女
性
文
学
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
る
女
性
の
祭
文
は
、
通
用
さ
れ
て
い
く
中
で
ジ
ャ
ン
ル
的

に
変
容
し
た
。
要
す
る
に
、
エ
ッ
セ
イ
の
よ
う
な
散
文
の
範
疇
か

ら
離
れ
、
叙
情
的
な
詩
歌
に
展
開
す
る
。
葬
礼
と
祭
礼
が
朝
鮮
社

会
の
倫
理
と
通
過
儀
礼
の
核
心
を
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
で

女
性
の
祭
文
は
悲
劇
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
倫
理
的
な
文
学
で
あ

る
。
ま
た
祭
儀
が
終
わ
っ
て
も
無
く
な
る
の
で
は
な
く
、
文
章
と

し
て
朗
読
、
保
存
さ
れ
、
父
方
と
母
方
の
家
系
を
通
し
て
引
き
継

が
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
身
分
や
階
級
の
違
う
そ
れ
ぞ
れ
の
女
性
た

ち
の
間
で
広
く
流
通
さ
れ
て
い
っ
た
。
や
が
て
、
こ
の
女
性
文
学

は
日
常
生
活
の
文
学
と
な
る
。

ユ
・
キ
ョ
ン
ス
ク
「
朝
鮮
朝
女
性
祭
文
硏
究
」4

　

諺
文
を
習
得
し
た
両ヤ
ン
バ
ン班
訳
六
の
女
性
た
ち
と
は
異
な
り
、
諺
文
を
知
ら

な
い
庶
民
の
女
性
の
場
合
、
自
分
の
親
兄
弟
が
亡
く
な
る
と
、
諺
文
が
上

手
な
女
性
に
祭
文
を
頼
む
と
い
う
風
習
が
あ
り
、
諺
文
祭
文
が
女
性
た
ち

の
集
団
的
創
作
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
た
。
母
に
捧
げ
た
娘
の
祭
文
の

一
例
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
﹇
古
い
韓
国
語
を
そ
の
ま
ま
表
記
（
訳

者
）﹈。〝

오
호 

통
제
면 

오
호 

애
재
라. 

어
마
어
마 

멱
을 

갈
고 

부
실
드
려 

지
상
의 

다
달
나 

회
포
를 

알
외
잔
니 

망
망
누
슈 

흘
러
늬
려 

한
강

수
를 

못
틔
올 

듯 

생
아
육
아 

깊
은
은　

호
천
도 

망
극
이
라 

지
는

희 

염
염
광
경 

서
산
의 

다
라
잇
고 

소
여
의 

두
려
운 

정 

오
매
중 

잇
지 

못
희 

전
사
역
역 

생
각
한
니 

골
수
의 

사
모
친
다
．〞

（
試
訳
：
初
め
て
祭
文
を
書
く
た
め
に
、
墨
を
磨
り
、
筆
を
手
に
し
、

紙
を
前
に
し
て
、
母
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
山
川
が
崩
れ
る
よ
う

に
悲
し
み
が
湧
き
上
が
る
。
漢
江
の
水
に
な
る
ぐ
ら
い
に
涙
が
限

り
な
く
流
れ
、
産
ん
で
育
て
く
れ
た
恩
は
天
の
よ
う
に
高
く
、
陽

は
西
山
に
暮
れ
か
か
っ
て
お
り
、
幼
い
時
の
恐
ろ
し
い
情
、
寝
て

も
覚
め
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
と

骨
身
に
染
み
る
）。

　
『
女
書
―
中
国
の
隠
さ
れ
た
女
文
字
』（1999

、
ヤ
ン
・
ユ
ー
チ
ン
）
と

い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
中
国
の
南
部
地
域
の
女
性
た
ち
が
使
っ

て
い
る
「
女
書
」
と
呼
ば
れ
た
秘
密
の
文
字
を
素
材
に
し
て
い
る
。
女
書

は
、
女
性
の
刺
繍
文
化
と
、
変
容
さ
れ
た
漢
字
の
出
会
い
か
ら
生
ま
れ
た

独
特
な
文
字
で
あ
り
、
主
に
扇
子
や
紙
に
書
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
義
理

の
姉
妹
関
係
を
結
ん
だ
友
達
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
、
歌
わ
れ
た
り
し
た
。

「
諺
文
祭
文
」
や
「
女
書
」
は
、
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
女
性
が
書
く
と
い

う
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
歴
史
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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今
日
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
表
現
様
式

　

こ
の
よ
う
に
祭
文
が
、
伝
統
的
な
女
性
の
表
現
様
式
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

映
画
『
居
留
』
で
は
今
日
の
女
性
た
ち
が
自
分
自
身
を
ど
の
よ
う
に
表
現

す
る
の
か
を
表
象
し
て
い
る
。
慶
尚
南
道
の
西
部
地
域
と
そ
の
周
辺
で
も
、

す
で
に
多
く
の
女
性
た
ち
が
国
内
外
を
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
韓
国

語
と
英
語
、
ま
た
は
韓
国
語
と
中
国
語
と
い
っ
た
よ
う
に
、
二
つ
の
言
語

を
駆
使
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち
が
一
つ
の
言
語
か
ら
別
の
言
語
に
移
る

と
き
、
そ
の
差
異
か
ら
生
ま
れ

る
異
質
な
主
体
の
発
話
が
見
え

て
く
る
。
例
え
ば
、
ソ
ウ
ル
出

身
で
固
城
へ
嫁
ぎ
、
中
華
料
理

店
を
経
営
し
て
い
る
華
僑
の
ワ

ン
・
ホ
ン
リ
ョ
ン
さ
ん
が
、
中

国
語
か
ら
韓
国
語
に
言
語
を
変

え
る
と
き
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
人

と
結
婚
し
、
現
在
ド
イ
ツ
在
住

の
鎭チ
ン
ヘ海

出
身
の
ユ
・
ス
ン
ア
さ

ん
が
、
韓
国
語
か
ら
英
語
に
言

語
を
切
り
変
え
る
時
、
そ
の
話

し
方
と
そ
の
意
味
が
微
妙
に
変

化
す
る
こ
と
は
興
味
深
か
っ
た
。

　

ま
た
映
画
で
は
、
鶴
洞
に
住

ん
で
い
る
お
婆
さ
ん
が
、古
語
で
朗
読
す
る
諺
文
や
、
慶
南
地
域
の
方
言

な
ど
が
流
れ
る
。
お
そ
ら
く
私
は
監
督
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
地
域
を
越
境

す
る
女
性
た
ち
の
言
語
的
な
行
為
遂
行
性
と
、
そ
の
中
で
演
出
さ
れ
る
多

様
な
主
体
の
位
置
を
通
じ
て
、
女
性
性
の
領
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

域
と
彼
女
た
ち
の
間
で
生
じ

る
微
細
な
差
異
を
浮
き
彫
り
に
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
ピ
ア
ノ
や
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
近
代
的
な
」
装
置

を
、
自
分
の
表
現
媒
体
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
以
降
に
生
ま
れ
た
意

識
と
人
生
の
転
化
を
、
一
人
の
女
性
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
『
居
留
』
の
ス
ク
リ

プ
タ
ー
だ
っ
た
二
三
歳
の
女
性

に
焦
点
を
当
て
、
提
示
し
よ
う

と
し
た
。
当
時
歴
史
の
古
い
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
喫
茶
店
「
白
黒
」

を
両
親
か
ら
引
き
継
い
で
運
営

し
て
い
た
ユ
・
ス
ン
ア
さ
ん
は
、

三
〇
代
半
ば
の
未
婚
女
性
が
小

さ
な
地
方
都
市
で
、
い
か
に
し

て
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
空
間
を
作
っ
て
い
る
か
を
見

せ
て
く
れ
る
。
最
初
に
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
彼

女
の
人
生
が
、
実
は
彼
女
自
身

が
息
を
つ
け
る
隙
間
を
作
っ
て

い
く
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

『居留』から

『居留』から
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た
の
だ
。

　
『
居
留
』
の
ク
ル
ー
や
ス
タ

ッ
フ
一
人
ひ
と
り
、
そ
し
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
と
撮
影
に
応
じ
て

く
れ
た
す
べ
て
の
人
た
ち
は
み

な
大
切
だ
っ
た
が
、
そ
の
中
で

も
ス
ク
リ
プ
タ
ー
の
イ
・
ヨ
ン

ジ
ョ
ン
さ
ん
と
の
出
会
い
は
特

別
だ
っ
た
。
私
と
は
世
代
や
育

っ
た
環
境
が
異
な
る
彼
女
と
の

作
業
は
、
二
人
の
女
が
お
互
い

に
、
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え

合
う
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る

貴
重
な
契
機
と
な
り
、
彼
女
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
映
画
の
最
後

に
入
れ
た
。

私
は
『
居
留
』
に
つ
い
て
か
つ
て
こ
の
よ
う
に
制
作
ノ
ー
ト
に
記
述
し
た
。

　

一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
七
七
年
の
間
に
生
ま
れ
た
女
性
た
ち
に

会
い
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
進
め
て
い
き
な
が
ら
、
近
代
史
が
い
か

に
し
て
具
体
的
に
女
性
の
主
体
を
構
成
し
た
の
か
、
そ
し
て
彼
女

た
ち
は
何
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
『
居
留
』
の
関
心
事
の

ほ
か
な
ら
な
い
。
私
は
ス
ク
リ
プ
タ
ー
の
イ
・
ヨ
ン
ジ
ョ
ン
さ
ん

以
外
の
出
演
者
と
は
、
親
密
な
関
係
を
築
か
な
か
っ
た
。
聞
き
手

の
監
督
と
話
し
手
が
、
カ
メ
ラ
と
録
音
機
の
前
で
話
を
交
わ
す
こ

と
か
ら
来
る
気
ま
ず
さ
、
そ
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
を
公
の
場

に
持
っ
て
く
る
際
に
生
じ
る
戸
惑
い
と
勇
気
な
ど
、
こ
の
よ
う
な

「
狭
間
」
の
感
情
を
映
し
出
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
『
居
留
』
が
個
人
の
歴
史
と
女
性
の
歴
史
が
交
差
す
る
地
点
で
作
ら
れ

た
と
す
れ
ば
、
次
作
の
『
恍
惚
鏡
』
は
、
女
性
史
展
示
館
開
館
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
作
品
と
し
て
制
作
さ
れ
た
。
韓
国
映
画
史
を
女
性
観
客
、
女
優
、

女
性
監
督
の
視
点
で
読
み
直
す
作
品
で
あ
る

5
。

3
、『
恍
惚
鏡 I’ll B

e Seein
g

 H
er

』
―
女ヨ
ソ
ン性
場ジ

ャ

ン
／
葬　

 

　

二
〇
〇
二
年
一
月
二
九
日
、
群ク
ン
サ
ン山

市
の
あ
る
売
春
地
域
で
火
事
が
起
き

た
。
燃
え
た
建
物
に
は
別
途
の
出
口
が
な
く
、
性
奴
隷
と
し
て
監
禁
さ
れ

た
一
四
名
の
女
性
た
ち
が
脱
出
で
き
ず
、
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
。
二
月
八

日
、
複
数
の
女
性
団
体
が
惨
事
の
現
場
で
葬
式
を
執
り
行
い
、
同
日
他
の

女
性
団
体
と
支
持
者
ら
は
ソ
ウ
ル
警
察
庁
の
前
で
葬
列
デ
モ
を
展
開
し

た
訳
七
。「
ヨ
ソ
ン
ジ
ャ
ン
」
と
い
う
用
語
に
は
「
女
性
の
葬
式
」
と
「
女
性

の
（
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
公
論
の
）
場
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
ヨ
ソ
ン
ジ
ャ
ン
」
と
い
う
用
語
を
作
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
出
来
事
の
重
要
な
側
面
を
表
す
。
群
山
と
ソ
ウ
ル
で
行
わ

れ
た
お
葬
式
は
、
単
に
女
性
た
ち
の
死
を
哀
悼
す
る
だ
け
で
な
く
、
彼
女

『居留』から
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た
ち
の
命
の
価
値
を
強
調
す
る
。「
女
性
場
／
葬
」
と
い
う
概
念
は
、
ハ

ー
バ
マ
ス
の
公
共
圏
を
全
面
的
に
修
正
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
対
抗
的
な

公
共
圏
の
概
念
を
再
構
成
し
、
映
画
理
論
に
お
い
て
は
ミ
リ
ア
ム
・
ハ
ン

セ
ン
、
オ
ス
カ
ー
・
ネ
ク
ト
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ク
ル
ー
ゲ
の
主
張
と
文

脈
を
と
も
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
は
集
会
と
不
安
定
性
を
結
び
つ
け
、
不
安
定

な
条
件
に
苦
し
む
身
体
は
依
然
と
し
て
耐
え
忍
び
つ
つ
も
抵
抗
す
る
が
、

集
会
は
そ
の
よ
う
な
二
重
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
身
体
的
な
生
き
方
を
露
呈

す
る
と
指
摘
す
る
。
集
会
は
、
基
本
的
な
移
動
と
結
社
の
自
由
を
求
め
る

身
体
を
可
視
化
し
、
聴
覚
化
す
る
。
同
時
に
、
そ
れ
は
刑
務
所
に
お
け
る

強
圧
的
慣
行
、
社
会
民
主

主
義
の
解
体
、
被
支
配
的

な
生
を
価
値
の
あ
る
生
の

等
価
物
と
し
て
確
立
し
よ

う
す
る
持
続
的
な
要
求
を

表
す
の
だ
。
ま
た
、
政
治

や
経
済
的
権
力
に
対
抗
す

る
急
進
的
連
帯
の
形
を
築

く
こ
と
で
、
相
互
依
存
的

で
あ
り
な
が
ら
悲
哀
に
沈

み
、
不
安
定
で
、
粘
り
づ

よ
い
新
し
い
意
味
の
「
民

衆
」
が
出
現
す
る

6
。

　

公
共
の
場
に
現
れ
る
権
利
を
再
び
想
起
さ
せ
た
「
江カ

ン
ナ
ム南

ト
イ
レ
殺
人
事

件
」訳
八
は
、#M

eToo

時
代
に
起
き
た
「
女
性
場
／
葬
」
事
件
で
あ
る
。
哀

悼
の
文
章
を
書
き
込
ん
だ
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
が
、
女

性
で
あ
る
た
め
に
殺
さ
れ
た
被
害
者
を
追
悼
し
た
。「
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
・
ヨ

ソ
ン
ジ
ャ
ン
（
女
性
場
／
葬
）」
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ヨ
ソ
ン
ジ
ャ
ン
が
哀
悼
の
祭
儀
で
あ
り
、
開
か
れ
た
葬
式
で
あ
る
と
す

れ
ば
、『
恍
惚
鏡
』
の
「
キ
ョ
ン
」
と
い
う
文
字
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
境

界
」「
景
観
」「
経
典
」
と
い
う
よ
う
に
、
同
音
異
義
語
の
韓
国
語
が
作
り

出
す
景
観
へ
と
繋
が
る
。
私
の
著
作
で
あ
る
『
近
代
の
原
光
景
』
や
『
韓

国
映
画　

最
高
の
十
景
』、
ま
た
劇
映
画
の
『
鏡
』
は
、
こ
の
よ
う
な
境
界

と
景
観
、
経
典
の
重
複
さ
れ
た
意
味
作
用
の
実
践
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る

7
。

　

境
界
を
問
い
、
脱

de-canonization

経
典
化
し
た
後
に
構
成
さ
れ
る
（
ビ
ュ
ー
フ
ァ
イ

ン
ダ
ー
か
ら
見
え
る
）
景
観
の
再
構
成
が
、
映
画
と
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、

私
が
試
み
た
い
情

affective sphere

動
圏
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。

ポストイット・ヨソンジャン（女性場／葬）

『鏡』のポスター
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4
、『
元
始
、
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
：
新
女
性 H

er First So
n

g

』

　
『
新
女
性  H

er First Song

』
は
羅
蕙
錫
訳
九

と
い
う
新
女
性
の
生
き
方

を
描
い
て
い
る
。
彼
女
は
「
炎
の
よ
う
に
燃
え
上
が
り
、
一
握
り
の
灰
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
も
」
自
由
に
生
き
よ
う
と
し
た
。
本
作
で
は
、
こ
の
よ

う
な
朝
鮮
の
新
女
性
の
熱
望
と
悔
恨
の
念
（
一
握
り
の
灰
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
も
）、
そ
し
て
「
元
始
、
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
」
と
い
う
平
塚
ら
い

て
う
の
宣
言

 8

を
組
み
合
わ
せ
概
念
化
し
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ
る

9
。

　

新
女
性
は
革
命
的
で
、
優
雅
で
あ
り
、
豊
か
な
知
識
と
才
能
に
輝
き
な

が
ら
、
一
世
を
風
靡
し
た
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
お
け
る
新

女
性
の
登
場
は
、
と
り
わ
け
植
民
地
主
義
と
儒
教
的
な
価
値
観
の
た
め
苦

し
ん
で
い
た
朝
鮮
社
会
に
お
い
て
は
、
胸
躍
る
出
来
事
だ
っ
た
。
考
証
や

再
演
、
ア
ー
カ
イ
ブ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
の

手
法
を
通
じ
て
、『
新
女
性  H

er First Song

』
は
新
女
性
・
羅
蕙
錫
の
人

生
を
詩
的
に
目
覚
め
さ
せ
る
。
具
体
的
に
は
、
羅
蕙
錫
の
人
生
を
、
日
本

の
平
塚
ら
い
て
う
と
上
海
の
新
女
性
の
人
生
と
並
置
さ
せ
な
が
ら
、
ア
ジ

ア
を
横
断
す
る
同
時
代
の
苦
し
み
と
勇
気
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与

え
る
歌
に
作
り
上
げ
て
い
る
。

　

映
画
に
挿
入
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
は
「
新
女
性
の
視
覚
的
再
現
・
表

象
」10

を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
再
現
・
表
象
そ
の
も
の
に
基
づ
く

テ
ク
ス
ト
分
析
で
は
な
く
、
テ
ク
ス
ト
分
析
を
補
足
的
に
活
用
す
る
も
の

で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
映
画
や
雑
誌
の
イ
ラ
ス
ト
、
文
字
で
構
成
さ

れ
た
表
象
に
よ
っ
て
新
女
性
を
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、「presentation 

in representation

（
再
現
・
表
象
に
お
け
る
現
前
）」
お
よ
び
行
為
遂
行
的

な
記
号
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
表
象
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
新
女

性
と
、
実
在
し
た
歴
史
的
な
主
体
と
し
て
の
新
女
性
の
間
に
あ
る
同
時
代

的
な
せ
め
ぎ
あ
い
、
さ
ら
に
そ
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
作
り
だ
す
「
女
性
」
と

い
う
概
念
を
め
ぐ
る
意
味
の
変
化
に
注
目
し
た
。
こ
の
と
き
、
表
象
と
実

在
は
明
確
な
境
界
線
に
よ
っ
て
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
両
者
は
、
互

い
に
影
響
し
あ
い
、
浸
透
し
合
う
こ
と
で
、
新
し
い
境
界
と
輪
郭
、
配
列

を
作
り
出
す
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

　

女
性
史
三
部
作
に
続
く
亡
命
三
部
作
の
『
雪
の
心
：
悲
し
み
が
私
た
ち

『元始、女性は太陽であった：新女性 Her First Song』のポ
スター
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を
連
れ
て
い
く
と
こ
ろ
』、『
高
麗
ア
リ
ラ
ン
：
天チ
ョ
ン
サ
ン山

の
デ
ィ

ー
バ
』（
以
下
『
高
麗
ア
リ
ラ
ン
』）、
山
形
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
祭
で
上
映
さ
れ
た
後
に
日
本
で
劇
場
公
開
さ
れ
た
『
さ
ら

ば
わ
が
愛
、
北
朝
鮮
』、
続
い
て
韓
国
国
立
現
代
美
術
館
や
ソ

ウ
ル
市
立
美
術
館
、
ア
ジ
ア
文
化
殿
堂
な
ど
で
は
マ
ル
チ
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
、
映
画
祭
で
は
シ
ン
グ
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
上
映
さ
れ

た
『SFdrom

e

』
や
『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
墓
』、『
ア
ナ
客
桟 

』
を

振
り
返
り
、
今
ま
で
提
起
し
て
き
た
女
性
史
、
ヨ
ソ
ン
ジ
ャ
ン

＝
女
性
場
／
葬
、
境
界
、
脱
経
典
の
問
題
を
さ
ら
に
広
げ
て
考

察
し
て
み
よ
う
。

5
、『SFd

ro
m

e

：
朱
世
竹
訳
十
』

　
「
亡
命
三
部
作
」
の
製
作
に
あ
た
っ
て
、
私
は
強
制
移
住
の

歴
史
を
背
負
っ
た
高
麗
人
の
跡
を
追
っ
て
、
極
東
ロ
シ
ア
と

中
央
ア
ジ
ア
を
訪
れ
た
。
三
部
作
の
二
作
目
で
あ
る
『
高
麗
ア

リ
ラ
ン
』
の
宣
伝
文
句
は
、「
世
界
の
果
て
で
新
し
い
世
界
を

歌
う
」
と
い
う
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
と
決
起
の
心
を
込
め
た
も
の
だ

っ
た
。
ヨ
シ
フ
・
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
最
果
て
の
地
へ
の
追
放
、

強
制
移
住
、
亡
命
の
時
間
が
作
り
出
す
絶
望
的
な
闇
。
物
理
的

に
見
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
闇
は
、
情
動
と
し
て
我
々
に
迫
っ

て
く
る
。
シ
ョ
ー
ン
・
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
情
動
と
は

闇
や
黒
い
光
な
ど
、
存
在
し
て
い
な
い
も
の
を
見
る
こ
と
で
生

『新女性 Her First Song』から
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じ
る
感
情
の
複
合
体
で
あ
る

11
。
マ
イ
ナ
ー
映
画
や
女
性
映
画
は
、
こ
の

よ
う
な
闇
、
黒
、
情
動
を
光
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す

る
。
黒
と
い
う
色
は
光
が
不
在
す
る
た
め
、
見
え
な
い
も
の
だ
と
定
義
さ

れ
る
。
一
方
で
、
映
画
は
見
え
な
い
も
の
、
見
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
黒

に
対
す
る
隠
喩
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
女
性
た
ち
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

の
生
も
目
に
よ
く
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

朱
世
竹
と
い
う
人
物
は
、
植
民
地
時
代
に
活
動
し
た
社
会
主
義
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
で
あ
る
。
彼
女
は
断
髪
と
自
由
恋
愛
を
擁
護
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

革
命
を
起
こ
そ
う
と
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
リ
ス
ト
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
、
つ
ま

り
Ｓ
Ｆ
で
あ
る
朱
世
竹
が
構
想
し
て
い
た
新
し
い
社
会
、
そ
し
て
サ
イ
エ

ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｆ
）
の
未

来
社
会
が
ス
ー
パ
ー
イ
ン
ポ
ー
ズ
さ

れ
、
展
開
す
る
世
界
が
『SFdrom

e

』

で
あ
る
。『SFdrom

e

』
は
、
大
東
亜

共
栄
圏
の
内
部
と
外
部
と
い
う
二
分

法
的
な
空
間
分
割
を
超
え
、
旧
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
内
の
ア
ジ
ア
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
日
米
韓
の
同
盟
に
基
づ
い

た
冷
戦
と
は
異
な
る
、
冷
戦
の
別
の

彼
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
朱
世
竹
の

最
初
の
亡
命
地
で
あ
る
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
の
ア
ル
マ
ト
ゥ
イ
で
は
、
レ
フ
・

ト
ロ
ツ
キ
ー
も
亡
命
生
活
を
送
っ
て

い
た
。
ま
た
も
う
ひ
と
つ
の
別
の
世

界
主
義
（w

orldism

、
世
界
主
義
は

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
超
国
籍
と
は
異

な
る
世
界
主
義
で
、
三
千
世
界
な
ど
、

東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
、

文
化
的
な
意
味
を
含
ん
で
い
る
）
の

軌
跡
と
も
言
え
る
。

　

こ
こ
で
京
城
か
ら
東
京
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
に
至
る
羅
蕙
錫
の

軌
跡
を
考
え
る
と
、
朱
世
竹
の
世
界

朱世竹のイメージ

『SFdrome』から
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主
義
は
対
抗
的
な
地
理
学
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
朱
世
竹
が
亡
命

者
と
し
て
滞
在
し
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ク
ズ
ロ
ル
ダ
郊
外
に
は
、
ス
プ
ー

ト
ニ
ク
一
号
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
宇
宙
基
地
が
あ
る
。

　

私
は
、
こ
の
空
間
を
背
景
に
、
朱
世
竹
が
望
ん
で
い
た
最
後
の
願
い
を

聞
こ
う
と
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
了
後
に
も
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で

亡
命
生
活
を
続
け
た
朱
世
竹
は
、「
ス
タ
ー
リ
ン
同
志
へ
」
と
い
う
手
紙

を
書
い
た
が
、
そ
れ
は
「
朝
鮮
で
革
命
活
動
に
従
事
し
た
い
、
こ
れ
が
不

可
能
で
あ
れ
ば
、
モ
ス
ク
ワ
で
娘
を
育
て
る
こ
と
を
許
可
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
請
願
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
願
い
を
『SFdrom

e

』
と

い
う
作
品
に
刻
み
込
ん
だ
。『SFdrom

e

』
は
三
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
三
つ

の
チ
ャ
プ
タ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
が
「
和
光
同
塵
」
と

い
う
チ
ャ
プ
タ
ー
だ
が
、
こ
れ
は
「tow

ard the w
orld

﹇
世
界
に
向
か
っ

て
﹈」訳
一
一
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

朱
世
竹
は
半
島
か
ら
離
れ
、
上
海
と
モ
ス
ク
ワ
に
脱
走
し
、
そ
の
後
ス

タ
ー
リ
ン
に
よ
っ
て
ク
ズ
ロ
ル
ダ
に
追
放
さ
れ
た
。
朱
世
竹
の
軌
跡
は
、

西
欧
で
初
め
て
内
／
外
（
す
な
わ
ち
、
私
的
／
公
的
と
い
う
区
分
）
に
興

味
を
も
っ
た
二
〇
世
紀
初
頭
の
新
女
性
の
物
語
を
複
雑
化
さ
せ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
公
的
な
空
間
と
私
的
な
空
間
の
区
別
を
二
分
法
的
な
分
け
方
で
は

な
く
、
追
放
、
亡
命
、
監
獄
と
い
う
三
角
形
に
基
づ
い
て
捉
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
暗
示
す
る
か
ら
だ
。
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
が
「
出
現

の
空
間
」、
バ
ト
ラ
ー
が
「
現
れ
の
権
利
」
と
命
名
し
た
よ
う
に
、
両
者
は

と
も
に
、
公
的
領
域
が
消
さ
れ
た
空
間
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

示
唆
す
る
。
そ
れ
は
、
家
父
長
制
の
下
で
女
性
に
与
え
ら
れ
た
私
的
領
域

『SFdrome』から
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の
消
滅
と
、
政
治
的
な
反
体
制
派
が
追
放
や
監
禁
に
よ
っ
て
消
さ
れ
る
と

い
う
消
滅
で
あ
る
。
バ
ト
ラ
ー
は
「
私
た
ち
が
公
的
な
領
域
を
主
張
す
る

た
び
に
刑
務
所
が
影
の
よ
う
に
付
き
ま
と
う
」12

と
指
摘
し
て
い
る
。

　
『SFdrom

e

』
や
『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
墓
』、『
ア
ナ
客
桟
』
は
、
老
子
の

道
徳
経
に
記
述
さ
れ
て
い
る
和
光
同
塵
の
概
念
に
基
づ
い
て
い
る
。
具

体
的
に
い
え
ば
、「
和
光
」
は
光
を
和
ら
げ
、
隠
す
こ
と
を
意
味
し
、「
同

塵
」
は
ち
り
に
交
じ
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
言
葉
を

合
わ
せ
て
、
自
分
の
知
恵
を
自
慢
せ
ず
、
そ
れ
を
隠
し
、
俗
世
間
に
同
化

す
る
と
い
う
意
味
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
三
作
は
そ
の
よ

う
な
光
の
遂
行
に
頼
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
朱
世
竹
と
い
う
優
れ
た

女
性
が
女
性
運
動
を
通
じ
て
和
光
同
塵
と
い
う
光
を
遂
行
し
た
と
す
れ

ば
、『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
墓
』
と
『
ア
ナ
客
桟
』
に
お
い
て
光
の
遂パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス行
は
、

光

photosynthesis

合
成
、
光

harvesting the light

の
収
穫
な
ど
に
変
異
す
る
。

　
『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
墓
』
と
『
ア
ナ
客
桟
』、『
恍
惚
鏡
』
が
鏡
、
経
典
、

境
界
、
ト
ラ
ン
ス
、
享ジ
ュ
イ
サ
ン
ス楽

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
和
光
同
塵
は
光
の

権
威
を
認
知
し
、
む
し
ろ
そ
の
光
を
弱
く
し
て
俗
世
へ
入
っ
て
い
く
こ
と

で
あ
る
。
声
を
か
け
る
相
手
、
訴
え
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
対
象
を
探
す

こ
と
が
で
き
ず
、
呼
び
か
け
の
モ
ー
ド
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く

の
写
真
（
朝
鮮
戦
争
の
時
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
移
住
し
、
そ
こ
で
魚
の
う

ろ
こ
を
引
く
労
働
を
し
て
い
た
北
朝
鮮
の
幼
い
姉
妹
）
が
和
光
の
光
の
遂

行
の
中
に
入
っ
て
く
る
。

　

映
画
と
い
う
光
の
実
践

13
、
そ
し
て
、
そ
の
実
践
に
よ
り
成
立
し
た
映

画
史
、
女
性
映
画
、
女
性
映
画
史
は
、
光
の
実
践
の
慣
習
に
そ
れ
ぞ
れ
違

う
様
相
で
介
入
す
る
。「
神
の
光
あ
れ
！
」
と
い
う
実
践

14

と
は
異
な
る

光
の
収
穫
。
こ
の
よ
う
な
光
の
実
践
に
、
私
は
量
子
生
物
学
の
用
語
で

あ
る
「
光
の
収
穫
」
と
﹇
光
が
届
か
な
い
深
海
の
﹈
無

a
p

h
o

tic

光
層
と
い
う
光
の

実
践
の
表
現
方
法
を
導
入
し
て
み
た

15
。『SFdrom

e

』
以
降
に
制
作
し
た

『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
墓
場
』
に
お
い
て
、
光
の
収
穫
は
量
子
力
学
や
量
子

生
物
学
的
意
味
を
帯
び
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
（N

ASA

）
の

衛
星
写
真
は
、
地
球
上
で
光
合
成
が
行
わ
れ
る
場
所
を
赤
色
に
表
示
す
る
。

『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
墓
』
で
は
そ
の
写
真
に
、
離
散
し
た
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

の
墓
をphoto-synthesis

（
写

真
・
合
成
、
光
合
成
と
モ
ン
タ

ー
ジ
ュ
と
い
う
二
重
の
意
味
）

さ
せ
る
方
法
を
試
し
た
の
で
あ

る
。

　

外
部
は
、
た
と
え
そ
れ
が
世

界
主
義
や
公
的
な
領
域
を
意
味

す
る
と
は
い
え
、
朝
鮮
の
新
女

性
に
と
っ
て
様
々
な
象
徴
性
を

持
っ
て
い
る
。
新
女
性
が
公
的

な
空
間
で
活
動
す
る
の
は
、
女

性
が
親
族
以
外
の
男
性
と
直
接

会
う
こ
と
を
禁
じ
た
朝
鮮
の
内

外
法
訳
一
二
、
つ
ま
り
私
的
な
領

域
の
分
離
を
拒
否
す
る
こ
と
を

『SFdrome』から
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意
味
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
日
本
に
占
有
さ
れ
た
地
域
を
「
内
地
」
の

「
外
」
と
し
て
認
識
す
る
、
つ
ま
り
、
植
民
地
の
内
／
外
と
い
う
空
間
／

位ヒ
エ
ラ
ル
キ階

認
識
や
配
置
に
お
け
る
外
部
と
い
う
逆
説
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
う
。
ハ
リ
ー
・
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
ア
ン
に
よ
れ
ば
、
資
本
主
義
の

あ
ら
ゆ
る
外
部
を
内
部
化
す
る
形
式
的
な
包
摂
か
ら
、
実
際
的
な
包
摂
に

基
づ
い
て
働
く
時
代
の
内/

外
部
の
包
摂
の
網
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
で
も

あ
る

16
。
空
間
的
な
内
／
外
と
い
う
区
分
は
、
一
種
の
類
似
し
た
エ
ピ
ス

テ
ー
メ
ー
と
し
て
機
能
す
る
の
だ
。
内
外
法
、
内
地
／
外
地
の
よ
う
な
区

分
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
。
当
時
、
新
女
性
が
外
部
、
つ
ま
り
公
的
な
場

所
に
現
れ
る
の
は
、
儒
教
的
な
家
父
長
制
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た

が
、
そ
の
外
部
は
、
帝
国
と
資
本
主
義
に
よ
る
形
式
的
、
実
際
的
な
包
摂

が
発
生
す
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
外
部
が
内
部
で
も
あ
っ
た
と

い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
の
だ

17
。

　

朱
世
竹
の
場
合
、
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
中
央
ア
ジ
ア
や
ロ
シ
ア
を
行
き
来
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
権
力
を
握
っ
て
か
ら
の
彼
女
の
人

生
は
、
二
重
の
外
部
に
置
か
れ
る
と
い
う
状
況
、
つ
ま
り
、
無
国
籍

的
な
状
態
に
陥
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
女
は
、
文
字
通
り
に
無
国
籍

者
、
地e

x
t

r
a

t
e

r
r

e
s

t
r

i
a

l

球
圏
外
的
／
宇
宙
人
的
な
存
在
と
し
て
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
の
戦
争
で
新
し
い
冷
戦
状
態
が
広
が
る

中
、
彼
女
が
直
面
し
た
孤
独
で
、
地
理
学
的
な
外
部
性
、
外
界
性
が
再
び

固
着
さ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。
今
こ
そ
、
私
た
ち
が
、
思

sp
ecu

la
tiv

e rea
lism

弁
的
実
在
論
、

思

fa
b

u
la

t
io

n

弁
的
虚
構
を
起
動
さ
せ
る
時
で
あ
る
の
だ
。SR

/SF

18
。 

女
性
史SFd

ro
m

e

　

最
後
に
も
う
一
度
、
朱
世
竹
を
女
性
史
か
ら
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
朱

世
竹
は
一
九
四
六
年
七
月
か
ら
ク
ズ
ロ
ル
ダ
州
の
公
共
企
業
所
に
あ
る
縫

製
作
業
場
で
工
員
と
し
て
働
い
た
。
布
地
を
作
る
朱
世
竹
。
流
刑
が
終
わ

っ
た
一
九
四
六
年
、
彼
女
は
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
祖
国

に
帰
国
す
る
か
、
あ
る
い
は
十
七
歳
の
娘
と
モ
ス
ク
ワ
で
生
活
で
き
る
よ

う
に
ソ
連
の
政
府
に
要
請
し
た
が
、
そ
の
願
い
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
。
一
九
五
〇
年
代
半
ば
、
朱
世
竹
は
娘
の
ビ
ビ
ア
ン
ナ
の
父
で
あ
り
、

前
夫
で
あ
る
朴パ
ク
・
ホ
ニ
ョ
ン

憲
永
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
、
一
人
残
さ
れ
た
娘
を

心
配
し
て
モ
ス
ク
ワ
へ
と
向
か
う
が
、
願
い
叶
わ
ず
命
を
落
と
し
た
。
植

民
地
の
朝
鮮
で
新
女
性
と
し
て
登
場
し
、
上
海
、
モ
ス
ク
ワ
、
京
城
で
活

動
し
た
も
の
の
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
い
う
周
辺
の
地
に
流
刑
さ
れ
、
こ
の

世
を
去
っ
た
朱
世
竹
の
最
後
の
瞬
間
。

　
『SFdrom

e

』
で
フ
ァ
ン
タ
ズ
マ
ゴ
リ
ア
が
広
が
る
。
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

に
属
し
て
い
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
核
実
験
が
最
も
多
く
行
わ
れ
た
土
地

で
あ
り
、
宇
宙
基
地
が
あ
る
場
所
で
も
あ
る
。

　

悲
し
み
が
私
た
ち
を
連
れ
て
き
た
と
こ
ろ
、
孤
独
の
地
理
学
で
、
女

性
葬
・
女
性
場
の
変
容
と
転
化
の
た
め
の
闇
を
見
る
。
朱
世
竹
の
「
孤

独
の
地
理
学
」
は
、
私
た
ち
が
共

c
o

-a
u

th
o

r

同
作
者
と
し
て
参
加
し
、
新
た
な

組
re

-c
o

m
p

o
se

み
合
わ
せ
を
作
り
出
す
時
、
冷
戦
と
新
冷
戦
の
世
界
秩
序
を
乗
り
越
え
、

も
う
ひ
と
つ
の
別
の
世
界
主
義
、
生
態
、
環
境
の
定
義
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を

含
め
た
女
性
史
、
女
性
映
画
と
し
て
輝
く
だ
ろ
う

19
。
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翻
訳　

フ
ァ
ン
・
ギ
ュ
ン
ミ
ン

（
本
学
言
語
文
化
研
究
所
外
国
人
研
究
員
・
野
花
映

画
祭
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
）

原
注

1 

日
本
映
像
学
会
第
49
回
大
会
の
基
調
講
演
の
た
め
、
斉
藤
綾
子
先
生

か
ら
、
私
が
監
督
し
た
「
女
性
史
三
部
作
」
を
中
心
に
、
今
年
の
大
会

テ
ー
マ
で
あ
る
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
言
説
」
に
つ
い

て
語
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

2 

﹇
自
作
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
か
ら
﹈
二
〇
〇
一
年
ソ
ウ
ル
女
性
国

際
映
画
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
作
、
映
画
振
興
委
員
会
の
事
前
制
作
支
援

作
品
。
韓
国
の
南
に
あ
る
小
さ
い
地
方
都
市
で
出
会
っ
た
平
凡
な
女
性

た
ち
の
暮
ら
し
を
描
い
て
い
る
。
祖
母
が
住
ん
で
い
た
固
城
を
訪
れ
た

監
督
、
全
州
崔
氏
が
最
も
多
く
住
ん
で
い
る
鶴
洞
村
に
嫁
い
で
き
た
あ

る
お
婆
さ
ん
、
農
業
を
営
む
ス
ジ
ョ
ン
さ
ん
、
刺
身
屋
を
切
り
盛
り
し

て
い
る
女
性
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営
し
て
い
る
華
僑
の

ワ
ン
・
ホ
ン
リ
ョ
ン
さ
ん
、
一
時
画
家
を
目
指
し
て
い
た
ユ
・
ス
ン
ア
さ

ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
夢
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
妹
の
ユ
・
キ
ョ
ン

ア
さ
ん
、
そ
し
て
彼
女
た
ち
を
撮
影
す
る
製
作
ス
タ
ッ
フ
。
み
ん
な
が

こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
登
場
人
物
で
あ
る
。
映
画
は
ソ
ウ
ル
か
ら

南
の
端
に
あ
る
地
方
へ
と
監
督
を
呼
び
寄
せ
た
祖
母
の
記
憶
か
ら
出
発

す
る
。
す
で
に
亡
く
な
っ
た
祖
母
の
痕
跡
を
探
し
回
す
間
に
、
監
督
は

偶
然
出
会
っ
た
女
性
た
ち
か
ら
韓
国
の
近
現
代
史
を
貫
く
女
性
の
生
き

方
や
表
現
様
式
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

3 

夜
に
な
る
と
、
祖
母
は
電
気
を
消
し
、
い
つ
も
ラ
ジ
オ
を
つ
け
た
。

終
戦
か
ら
二
十
年
。
そ
れ
を
聴
き
な
が
ら
、
眠
り
を
誘
っ
た
り
し
た
。
朝
、

祖
母
の
鳴
き
声
に
目
を
覚
ま
す
。
祖
母
、
メ
デ
ィ
ア
、
闇
、
光
、
鳴
き

声
、
眠
り
、
目
覚
め
。
祖
母
の
事
情
、
物
語
。
私
は
こ
う
や
っ
て
ポ
ス
ト
・

メ
モ
リ
ー
世
代
と
し
て
成
長
し
た
。

4 

ユ
・
キ
ョ
ン
ス
ク
「
朝
鮮
朝
女
性
祭
文
硏
究
」
チ
ュ
ン
ナ
ム
大
学
博
士

論
文
、
一
九
九
六
年
、
二
〜
四
頁
。

5 

斉
藤
綾
子
先
生
が
共
同
著
者
と
し
て
執
筆
し
た
『
映
画
女
優　

若
尾

文
子
』(

フ
ァ
ン
・
ギ
ュ
ン
ミ
ン
訳
、
ア
モ
ル
ム
ン
デ
ィ
、2022)

。
女
優

が
監
督
と
と
も
に
映
画
を
共
同
で
作
っ
て
い
く
点
で
、『
恍
惚
鏡
』
に
お

け
る
主
演
者
た
ち
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
そ
の
意
味
が
通
じ
る
。

6 
N

otes Tow
ard a Perform

ative T
heory of A

ssem
bly (B

oston, 
M

assachusetts: H
arvard U

niversity Press, 2015), 88–89.

﹇
邦
訳
は

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
『
ア
セ
ン
ブ
リ　

行
為
遂
行
性
・
複
数
性
・
政

治
』（
佐
藤
嘉
幸
・
清
水
知
子
訳
、
青
土
社
、
二
〇
一
八
年
、
一
一
六
―

一
一
九
頁
﹈

7 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
恍
惚
鏡
』
に
は  

『
シ
ネ
マ
、
テ
ク
ノ
文
化
の

青
い
花 

』（
ヨ
ル
ウ
ム
社
、1996

）
で
論
じ
た
シ
ネ
マ
の
近
代
性
、
そ
し

て
映
画
や
韓
国
映
画
に
お
け
る
ポ
ス
ト
植
民
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す

る
考
察
が
含
ま
れ
て
い
る
。

8 

『
青
鞜
』
を
創
刊
し
た
時
に
ら
い
て
う
が
残
し
た
文
章
の
一
部
で
あ
る
。

9 

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
は
、「
創
造
的
な
進
歩
」

の
概
念
と
現
実
が
互
い
に
繋
が
る
過
程
や
事
件
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と

強
調
し
つ
つ
、
宇
宙
の
す
べ
て
の
物
事
が
絶
え
間
な
く
変
化
す
る
過
程

に
あ
り
、「
実
際
の
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
経
験
の
単
位
に
構
成
さ

れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
実
際
の
事
件
は
、
繰
り
返
し
て

組
み
合
わ
さ
れ
、
新
し
い
事
件
と
形
態
を
形
成
す
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
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ド
の
哲
学
は
し
ば
し
ば
「
過
程
哲
学
」
ま
た
は
「
過
程
形
而
上
学
」
と
呼

ば
れ
る
（Alfred N

orth W
hitehead, Process and Reality: An Essay in 

C
osm

ology, N
ew

 York: A D
ivision of M

acm
illan Publishing, 1929, 

45–67

）。

10 
金
素
榮
「
新
女
性
の
視
覚
的
再
現
」『
文
学
と
映
像
』
七
巻
二
号
、
二

〇
〇
六
年
、
九
三
―
一
二
九
頁
。

11 

私
が
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
は
、
シ
ョ
ー
ン
・
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ト
が

行
っ
た
光
の
遂
行
の
範
疇
に
属
す
る
が
、﹇
私
が
作
品
で
試
み
た
の

は
﹈
彼
に
は
欠
け
て
い
た
と
い
わ
れ
る
非
西
欧
的
な
方
式
を
導
入
し
て

い
る
と
考
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
（Sean C

ubitt, Th
e Practice of Light, 

C
am

bridge: Th
e M

IT
 Press, 2014

）。
光
の
収
穫
の
作
業
と
い
う
概

念
に
関
し
て
は
、
道
徳
経
、
そ
し
て
量
子
物
理
学
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関

す
る
研
究
を
行
な
っ
た
カ
レ
ン
・
バ
ラ
ッ
ド
の
『M

eeting the U
niverse 

H
alfw

ay: Q
uantum

 Physics and the Entanglem
ent of M

atter and 
M

eaning

』（D
uke U

P, 2007

）
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
。

12 
Butler, N

otes Tow
ard a Perform

ative Th
eory of Assem

bly, [173]. ﹇
原

稿
に
は
参
照
頁
は
記
述
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
原
著
の
一
七
三
頁
に

「
監
獄
と
は
公
的
領
域
の
限
界
例
で
あ
り
、
集
会
の
自
由
は
投
獄
の
可

能
性
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
」（
バ
ト
ラ
ー
『
ア
セ
ン
ブ
リ　

行
為
遂
行
性
・

複
数
性
・
政
治
』
二
一
八
頁
）
が
あ
り
、
こ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
﹈
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
こ
の
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
時
、
討
論

し
て
く
だ
さ
っ
たRobert J. K

ing

に
感
謝
す
る
。

13 

光
の
遂
行
は
見
え
な
い
黒
色
か
ら
始
ま
り
、
線
か
ら
表
面
、
ボ
リ
ュ

ー
ム
と
空
間
に
拡
張
さ
れ
る
。
最
も
単
純
な
線
か
ら
表
面
の
二
つ
の
特

性
で
あ
る
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
、
あ
る
い
は
粒
子
、
色
に
な
る
と
、
よ
り
複

雑
な
過
程
を
追
っ
て
い
く
。
視
覚
的
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
空
間
の
構

成
は
影
、
層
、
投
影
と
い
う
範
疇
に
し
た
が
っ
て
各
チ
ャ
プ
タ
ー
で
取

り
扱
い
、
遠
近
法
は
何
よ
り
も
空
間
の
図
解
的
な
構
成
と
映
画
的
投
影

を
含
め
た
よ
り
一
般
化
さ
れ
た
投
影
方
法
の
特
殊
な
事
例
と
し
て
見
な

さ
れ
る
。

14 

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
は
、
神
が
「
光
あ
れ
」
と
言
っ
た
こ
と
を

最
初
の
言
語
的
修
行
だ
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
述
べ
て
い
る
（Butler, N

otes 
Tow

ard a Perform
ative Th

eory of Assem
bly [28])

。﹇
邦
訳
、
四
〇‒

一

頁
﹈

15 
Em

ilija Škarnulyt ė

の
『Aphotic Zone

』（
無
光
層
）
は
気
候
危
機
の

時
代
、
汚
染
に
強
い
サ
ン
ゴ
を
探
し
て
、
光
の
な
い
深
海
へ
降
り
て
い
く
。

環
境
や
生
態
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
今
、
光
の
世
紀
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
の

近
代
を
生
き
て
き
た
人
間
は
、
も
う
光
の
な
い
地
帯
、
深
く
て
暗
い
地

帯
で
生
態
の
危
機
か
ら
逃
れ
る
方
法
を
探
そ
う
と
し
て
い
る
。

16 
H

arry H
arootunian, M

arx after M
arx (N

ew
 York: C

olum
bia, 

2016), 14.

17 

『Red Love Across the Pacific: Political and Sexual Revolutions of 
the Tw

entieth C
entury

』Ruth Barraclough, H
eather Bow

en-Struyk, 
and Paula R

abinow
itz

編（N
ew

 York: Palgrave M
acm

illan, 2015

）は
、

朱
世
竹
の
活
動
を
世
界
史
的
な
側
面
か
ら
理
解
す
る
た
め
に
参
考
に
な

る
。 

18 

イ
ザ
ベ
ル
・
ス
タ
ン
ジ
ェ
ー
ル
のSpeculative Realism

﹇
思
弁
的
実
在

論
﹈、
ダ
ナ
・
ハ
ラ
ウ
ェ
イ
、
カ
レ
ン
・
バ
ラ
ッ
ド
のAgential Realism

﹇
行

為
体
の
実
在
論
﹈、
唯
物
論
と
映
画
理
論
を
ど
の
よ
う
に
接
合
で
き
る

の
か
模
索
中
で
あ
る
。

19 

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
で
活
動
し
て
い
る
女
性
監
督 Saodat 

Ism
ailova

は
『Tw

o H
orizons

﹇
二
つ
の
地
平
線
﹈』 (2017) 

、『Th
e 

H
aunted

﹇
と
り
憑
か
れ
た
よ
う
に
﹈』（2017

）、『Aral - Fishing in an 
Invisible Sea

﹇
ア
ラ
ル　

見
え
な
い
海
で
の
魚
釣
り
﹈』（2004

）
な
ど
を
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通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
見
せ
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
四
月
か

ら
八
月
ま
で
開
催
さ
れ
た
、
私
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務

め
た
釜
山
現
代
美
術
館
の
「
映
画
の
気
候
：
島
、
惑
星
、
ポ
ス
ト
・
コ
ン

タ
ク
ト
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
彼
女
の
作
品
が
マ
ル
チ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
展
示

さ
れ
た
。

訳
注　

な
お
本
文
中
に［ 

］で
示
し
た
箇
所
も
訳
編
者
に
よ
る
追
記
を
示
す
。

一  

諺
文
は
日
常
の
対
話
を
書
き
下
ろ
し
た
口
語
体
の
文
章
、
祭
文
は
神

様
や
亡
く
な
っ
た
人
を
追
悼
す
る
内
容
を
書
き
込
ん
だ
文
章
を
意
味
し
、

漢
字
を
知
ら
な
い
庶
民
の
、
口
語
体
の
記
述
用
文
字
＝
ハ
ン
グ
ル
＝
諺

文
で
書
か
れ
た
祭
文
、
あ
る
い
は
漢
字
を
知
ら
な
い
女
性
の
口
述
、
発

言
の
記
録
か
ら
、
広
く
女
性
の
表
現
様
式
、
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
と
い
う

含
蓄
を
含
む
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

二  
Baikonur C

osm
odrom

e

は
一
九
五
五
年
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
チ
ュ

ラ
タ
ム
の
シ
ル
ダ
リ
ア
河
畔
に
建
設
し
た
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
の

チ
ュ
ラ
タ
ム
に
あ
る
ロ
シ
ア
の
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
で
あ
る
。
現
在
、
ロ

シ
ア
連
邦
宇
宙
局
が
管
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
ユ
ー
リ
イ
・
ガ
ガ
ー
リ

ン
を
乗
せ
た
ボ
ス
ト
ー
ク
一
号
が
発
射
さ
れ
た
ガ
ガ
ー
リ
ン
発
射
台
が

あ
る
こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
は
「
豊

な
茶
色
」
を
意
味
す
る
。

三  

朝
鮮
の
英
祖
時
代
、
咸
興
判
官
を
務
め
た
申
大
孫
の
夫
人
義
霊
南
氏

が
残
し
た
日
記
。

四  

朝
鮮
王
朝
の
思
悼
世
子
の
妻
で
あ
り
、
正
祖
の
母
で
あ
る
獻
敬
王
后

が
宮
中
生
活
六
〇
年
を
記
録
し
た
自
伝
的
な
回
顧
録
。
宮
廷
随
筆
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、『
恨
中
錄
』
と
も
表
記
す
る
。

五  

朝
鮮
時
代
の
後
期
に
書
か
れ
た
作
者
未
詳
の
宮
廷
文
学
。
粛
宗
の
二

番
目
の
王
妃
で
あ
る
仁
顕
王
后
の
波
瀾
万
丈
な
人
生
を
描
い
て
い
る
。

六  

朝
鮮
の
高
麗
、
お
よ
び
李
氏
朝
鮮
時
代
に
お
け
る
官
僚
機
構
・
支
配

機
構
を
担
っ
た
特
権
的
な
官
僚
階
級
の
身
分
。

七  

発
表
で
は
こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
説
明
は
時
間
の
都
合
上
割
愛
さ
れ

た
が
、
も
と
の
原
稿
に
あ
っ
た
部
分
を
復
元
し
、
追
記
し
て
い
る
。

八  

二
〇
一
六
年
五
月
一
七
日
、
韓
国
ソ
ウ
ル
江
南(

カ
ン
ナ
ム)

駅
周
辺

に
あ
る
カ
ラ
オ
ケ
バ
ー
の
男
女
共
用
ト
イ
レ
で
発
生
し
た
、
三
四
歳
の

男
性
が
面
識
の
な
い
二
三
歳
の
女
性
を
刺
殺
し
た
殺
人
事
件
。
面
識
の

な
い
女
性
を
刺
し
殺
し
た
男
性
は
、
逮
捕
直
後
、
警
察
の
取
り
調
べ
で

「
普
段
女
た
ち
に
無
視
さ
れ
て
い
た
か
ら
」
だ
と
、
犯
行
に
至
っ
た
動

機
を
述
べ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
殺
人
は
フ
ェ
ミ
サ
イ
ド
だ
と
い
う

批
判
が
提
起
さ
れ
、
賛
否
両
論
の
議
論
が
盛
り
上
が
っ
た
。

九  

羅
蕙
錫(

나
혜
석)

（1896–1948

）
は
日
本
統
治
時
代
に
活
動
し
て
い

た
韓
国
の
洋
画
家
、作
家
。
女
性
解
放
論
者
で
あ
り
、女
性
解
放
運
動
や
朝
鮮
独

立
運
動
に
参
加
し
た
。

十  

朱
世
竹(

주
세
죽)

（1901–1953

）
は 

日
本
統
治
時
代
に
活
動
し
て

い
た
韓
国
の
代
表
的
な
社
会
主
義
独
立
運
動
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

一
九
二
八
年
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に
亡
命
し
た
が
日
本
の
ス
パ
イ
と
い
う

濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
流
刑
さ
れ
た
（「
朴
憲
永
の
娘
、

悲
劇
の
家
族
史
を
初
公
開
」
東
亜
日
報
、
二
〇
〇
四
年
二
月
二
九
日
付

記
事https://w

w
w.donga.com

/jp/article/all/20040229/279407/1

参

照
）。

一
一 
こ
こ
で
著
者
が
参
照
し
て
い
る
の
は
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ/

フ
ェ
リ

ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
『
千
の
プ
ラ
ト
ー
―
資
本
主
義
と
分
裂
病
』（
宇
野
邦

一
・
豊
崎
光
一
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
四
年
）
だ
と
い
う
。
著
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者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
引
用
す
る
。「
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
『
千
の
プ

ラ
ト
ー
』
に
出
て
く
る
言
葉
で
、
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
映
像
に
チ
ャ
プ
タ

ー
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
用
い
た
も
の
で
す
。
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
い

な
か
っ
た
の
は
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
名
前
を
言
っ
て
し
ま
う
と
、
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
の
よ
う
に
、
そ
の
理
論
家
に
す
べ
て
の
意
味
が
吸
収
さ
れ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。
私
は
別
の
意
味
を
作
り
上
げ
る
た
め
、
二
重
、
三

重
の
翻
訳
を
通
じ
てTow

ard the w
orld 

を
和
光
同
塵
の
意
味
で
持
ち

行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
たat hom

e

は
居
場
所
を
定
め
る
＝
定
処
＝
韓

国
語
で
ジ
ョ
ン
チ
ョ(
정
처)

と
読
み
ま
す
が
、
ジ
ョ
ン
チ
ョ
な
し
と
い
う

表
現
を
、
居
場
所
を
定
め
る
と
い
う
意
味
に
変
容
さ
せ
ま
し
た
。」

一
二 

朝
鮮
王
朝
時
代
で
は
、
女
性
が
親
族
以
外
の
男
性
と
直
接
会
う
こ

と
を
禁
じ
て
い
た
。
女
性
が
対
面
で
き
る
男
性
は
、
夫
、
親
、
夫
の
親
、

自
分
の
子
、
自
分
の
兄
弟
、
叔
父
、
伯
父
な
ど
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
以

外
の
男
性
と
話
す
際
に
は
、
男
女
の
間
に
す
だ
れ
を
か
け
て
話
を
す
る
か
、

奴
婢
を
介
し
て
話
し
た
。

金キ
ム
・
ソ
ヨ
ン

素
榮
（
韓
国
芸
術
総
合
学
校
映
像
院
教
授
、
映
画
監
督
）

　

映
画
監
督
、
映
画
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
映
画
研
究
者
、

映
画
批
評
家
。
韓
国
国
立
総
合
芸
術
大
学
校
教
授
、
ト
ラ
ン
ス
・
ア
ジ
ア

ン
・
ス
ク
リ
ー
ン
文
化
研
究
所
所
長
。
韓
国
映
画
に
関
す
る
数
多
く
の
著

作
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
も
客
員
教
授
を
務
め
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
ソ
ウ
ル
国
際
女
性
映
画
祭
を
、
初

代
共
同
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
全
州
国
際
映
画
祭
を
立
ち
上
げ
、
ソ
ウ
ル

国
際
女
性
映
画
祭
の
国
際
諮
問
委
員
会
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
勤
め
て
い
る
。

二
〇
二
三
年
釜
山
現
代
美
術
館
「
映
画
の
環
境
：
島
、
地
球
、
ポ
ス
ト
・

コ
ン
タ
ク
ト
ゾ
ー
ン
」
展
示
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
た
。H

P

はw
w

w.
soyoungkim

.net.

　

主
な
著
書
に
『
シ
ネ
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
：
大
衆
映
画
の
詳
細
に
読
む
』（
韓

国
語
、
一
九
九
五
年
）『
近
代
性
の
幽
霊
：
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
リ

ア
ン
・
シ
ネ
マ
』（
韓
国
語
、
二
〇
〇
〇
年
）『
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
地
図 

（
韓
国
と
い
う
映
画
的
事
態
）』（
韓
国
語
、2014

）『K
orean C

inem
a in 

G
lobal C

ontexts: Postcolonial Phantom
, Blockbuster, Trans-C

inem
a

』

（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
出
版
、
二
〇
二
二
年
）、
共
編
著
に
『Electronic 

Elsew
heres: M

edia, Technology, and the Experience of Social Space

』

（
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
出
版, 

二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
論

文
は
、「
メ
デ
ィ
ア
、
急
進
的
民
主
主
義
、
そ
し
て
女
性
場
」（
安
珉
花
訳

『
情
況
』4(8), 

二
〇
〇
三
年
、
一
四
二
―
一
五
一
頁
）、「
消
え
ゆ
く
女
性

た
ち
―
『
シ
ュ
リ
』『JSA

』『
ユ
リ
ョ
ン
』
―
韓
国
型
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ

ー
映
画
」（
波
潟
剛
訳
『
ユ
リ
イ
カ
』 33 (13)

、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
、
九

五
―
一
〇
七
頁
）、「
ホ
ラ
ー 

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画
の
時
間
戦
争
」

（
藤
井
た
け
し
訳
『
現
代
思
想
』29 (7)

、
二
〇
〇
一
年
六
月
、
一
五
八
―

一
六
八
頁
）、「
ホ
ラ
ー 

な
ぜ
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
韓
国
映
画
な
の
か
」

（
同
前
、1

四
八
―
一
五
七
頁
）、「
宙
づ
り
の
近
代
―
韓
国
映
画
に
お
け

る
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
論
理
」（
齋
藤
一
訳
『
ト
レ
イ
シ
ー
ズ　

別
冊　

思
想
』

１
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
、
二
九
四
―
三
一
三
頁
）
が
あ
る
。

フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

1984 『
冬
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
』
거
울
환
상 Fantasy in W

inter / 11m
in

1985 『
青
い
レ
ク
イ
エ
ム
』
푸
른 

진
혼
곡 Blue Requiem

 / 13m
in

1990 

『
小
さ
い
草
に
も
名
前
が
あ
る
』
작
은 

풀
에
도 

이
름 

있
으
니 Even 

Little G
rass H

as Its O
w

n N
am

e /38m
in
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2000 
『
居
留
―
南
の
女
』
거
류 Koryu: Southern W

om
en, South Korea 

/ 75m
in

（
監
督
ソ
ハ
と
し
て
二
〇
〇
一
年
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
祭
「
ア
ジ
ア
千
波
万
波
」
で
上
映
）

2002 『
恍
惚
境 I’ll Be Seeing H

er

』
황
홀
경 I’ll Be Seeing H

er / 52m
in

2004 『
元
始
、
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
：
新
女
性 H

er First Song 

』
원
래 

여
성
은 

태
양
이
었
다 N

ew
 W

om
an: H

er First Song / 63m
in

2005 『
二
丸
』
이
공 Tw

entidentity

（
オ
ム
ニ
バ
ス
映
画
） / 162m

in
2010 『

鏡
』
경 View

finder / 94m
in

2014 

『
キ
ム
・
ア
レ
ク
ス
の
食
堂
：
ア
ン
サ
ン
ー
タ
シ
ケ
ン
ト
』
김 

알
렉
스
의 

식
당 : 

안
산-

타
슈
켄
트 Kim

 Alex’s Place : Ansan-Tashkent 
/ 60m

in
2014 

『
雪
の
心
：
悲
し
み
が
私
た
ち
を
連
れ
て
い
く
と
こ
ろ
』
눈
의 

마
음 

: 

슬
픔
이 

우
리
를 

데
려
가
는 

곳　

H
eart of Snow, H

eart of Blood / 
98m

in
2015 『

都
市
を
彷
徨
う
』
도
시
를 

떠
돌
다 D

rifting C
ity / 64m

in
2017 

『
高
麗
ア
リ
ラ
ン
：
天
山
の
デ
ィ
ー
バ
』
고
려 
아
리
랑 : 

천
산
의 

디
바 Sound of N

om
ad: Koryo Arirang / 96m

in
2017 

『
さ
ら
ば
わ
が
愛
、
北
朝
鮮
』
굿
바
이 

마
이 

러
브N

K
: 

붉
은 
청
춘 

G
oodbye M

y Love, N
orth Korea /  80m

in

（
二
〇
二
〇
年
六
月
公
開
）

2018 『SFdrom
e

：
朱
世
竹
』SFdrom

e: 

주
세
죽 / 26m

in
2018 

『
雪
の
心
：
来
世
』
눈
의 

마
음 :

이
후 H

eart of Snow
: Afterlife / 

17m
in

2020 

『
赤
い
心
臓
：
白
い
街
角
を
曲
が
る
』
붉
은 

심
장 : 

하
얀 

길
목
을 

돌
다 W

ish i had a heart of blood / 150m
in

2021 

『
ア
ナ
客
桟
：
光
の
収
穫
』
아
나
객
잔: 

화
광 Ana Inn : H

arvesting 
Light /

2021 『
和
光
（
光
の
収
穫
）：
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
墓
』
화
광: 

디
아
스
포
라
의 

묘
（
공
동
감
독 

이
애
림
） H

arvesting the Light: Th
e G

raves of D
iaspora 

/ 14m
in

【
後
記
】　

本
稿
は
二
〇
二
三
年
六
月
一
〇
日
〜
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
日

本
映
像
学
会
第
四
九
回
大
会
に
お
け
る
、
韓
国
総
合
芸
術
大
学
校
の
教

授
で
あ
り
、
映
像
作
家
で
も
あ
る
金
素
榮
氏
に
よ
る
、「
悲
し
み
が
私
た

ち
を
連
れ
て
い
く
と
こ
ろ
：
哀
悼
、
場
所
、
女
性
史
」
と
題
さ
れ
た
基
調

講
演
を
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
学
学
会
補
助
を
得
て
、
大
会
史
初
と

な
る
ア
ジ
ア
か
ら
、
そ
し
て
女
性
の
基
調
講
演
と
な
っ
た
。
金
氏
は
ま
ず

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
で
あ
る
「
女
性
三
部
作
」（2000

〜2004

）
の
制

作
背
景
を
振
り
返
り
、
続
い
て
社
会
主
義
革
命
家
と
し
て
知
ら
れ
る
朱
世

竹
に
関
す
る
二
つ
の
映
像
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
考
察
を
広
げ
、
自

身
の
映
像
制
作
が
、
女
性
た
ち
の
語
り
・
手
紙
・
隠
さ
れ
た
文
字
・
追
悼

と
い
う
場
に
お
け
る
、
私
的
な
言
説
を
公
的
な
言
説
に
変
容
さ
せ
、
個
人

の
歴
史
を
共
同
体
の
歴
史
に
連
結
さ
せ
る
試
み
で
あ
る
こ
と
を
述
懐
し

た
。
自
身
の
映
像
作
品
を
見
せ
な
が
ら
の
氏
の
講
演
は
、
歴
史
か
ら
忘
却

さ
れ
、
闇
に
埋
没
し
た
エ
グ
ザ
イ
ル
と
な
っ
た
女
性
た
ち
の
存
在
に
光
を

当
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
生
と
歴
史
を
可
視
化
す
る
も
の
と
し
て
の
映

像
的
実
践
を
い
か
に
遂
行
す
る
か
、
と
い
う
複
雑
な
問
い
を
、
女
性
と
い

う
軸
を
単
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
で
は
な
く
、
よ

り
世
界
的
な
文
脈
で
、
歴
史
と
社
会
を
交
差
さ
せ
る
映
像
的
再
現
方
法
を

め
ぐ
る
可
能
性
を
模
索
す
る
刺
激
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
映
像
例
を
再
現

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
金
氏
の
作
品
の
い
く
つ
か
は
、

Alexander Street (https://search.alexanderstreet.com
/) and C

inem
adal 

(dal@
cinem

adal.com
) 

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
学
部
、
言
語
文

化
研
究
所
を
始
め
、
ス
タ
ッ
フ
学
生
諸
子
を
含
む
大
学
の
協
力
に
改
め
て

感
謝
し
た
い
（
日
本
映
像
学
会
会
長
・
芸
術
学
科
教
授　

斉
藤
綾
子
）。


